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１はじめに　放射線検出器について
分割シンチレータを用いた放射線検出器
　3枚のシンチレータ(電気を帯びた粒子が当た
ると発光する)と２つのSiPM(シンチレータからの
光を電気信号に変換する)で構成された放射線
検出器

２検出器の仕組み
放射線が通過するとシンチレータが発光し、その
光をSiPMが受け取り放射線を検出する

３シンチレータを複数枚重ね合わせるメ　リット
シンチレータの間にある空気層により通った放射
線を減衰させ減衰具合を見ることができる
⇒β線が大きく減衰γ線はあまり減衰しないから
減衰具合で識別
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４グラフの見方

・SiPM①で検出した電圧を横軸、SiPM②で検出
した電圧を縦軸にとる
・プロットされた位置の記録数の度数を色で表す

５目的と方法
放射線源を検出器の側面と上に置きβ線とγ線の
透過度の違いからの減衰をグラフで表す
⇒透過度の違うβ線とγ線を識別

６放射線源　コバルト60
β壊変を行いニッケル60になった後2回γ壊変を行
うの人工の放射線源
⇒β線とγ線の２種類を放出する

７結果
放射線源を検出器の上においたとき

⇒大きく3つ変化が現れたその内Sipm2(縦軸)
の値が大きい2つはγ線による変化、残りの1つ
はγ線とβ線による変化

放射線源を検出器の側面においたとき

β線の通り方はA,B,Cを通る3通りだがγ線は斜
めに複数枚通ることができてあるのでグラフが複
雑になった

８考察

放射線源は置く場所を決めることで方向を限定
することができるが、自然放射線はシンチレータ
に対して同時に多方向から入ってくるのでグラフ
にしたとき見分けることが困難と考えた。しかし、
放射線源から放出された放射線は方向を限定で
きるためグラフを使って放射線種を特定すること
ができると考えられる。

９展望

放射線源をβ線とγ線の両方を出すものを使った
のでこの研究で見つけたβ線とγ線の特徴が正し
いのかを調べるためにβ線のみを出す放射線源
であるストロンチウム90を使って計測する。
またβ線とγ線のエネルギーの大きさで識別できる
のかも今回の研究と新しく計測したデータを用い
て行う。
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β線⇒シンチレータを１枚だけ通れる
γ線⇒シンチレータを複数枚通れる

検出器のモデル


